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要 旨
脳波インタフェースとは、肢体を用いず、脳波により PCなどのデバイスに入力を行うシステ
ムのことである。そのため、ALS患者のような肢体が不自由な人のコミュニケーション用途への
実用化が望まれている。脳波には様々な種類が存在するが、光刺激により誘発される視覚誘発電
位（VEP）は刺激からの潜時が短く、また刺激に同期して発生するという特性から、脳波インタ
フェースに利用しやすい脳波と言える。そのため、様々な VEPを用いた脳波インタフェースの研
究が行われてきた。
インタフェースにとって入力可能な選択肢が多いことは、その利便性に直結する重要な要素で
ある。そのため、先行研究においても刺激周波数の違いや刺激位相差、または刺激視野の違いを
利用した脳波インタフェースの多選択肢化に関する研究が行われてきた。これらの研究成果によ
り、VEPを用いた脳波インタフェースの選択肢は 3つまで用意することが可能となった。しかし、
使用環境を考慮すると、10程度の選択肢が必要であると考えられ、現状では十分とは言えない。
そこで、別々の先行研究において用いられた刺激位相差と刺激視野の違いの両方を合わせて利用
することで、表示物を増やすこと無く選択肢数を倍に増やすことが可能ではないかと考えた。
以上を受け本研究では、位相差を与えた 2つの高速点滅刺激を左右に呈示した画面を用いた 6
選択肢脳波インタフェースの実現を目指し、その 6注視位置を判別する手法について検討を行っ
た。刺激図形には縦長の帯状刺激を用い、周辺視時の視野刺激領域拡大を狙った。6注視位置は、
両刺激それぞれの左隣、中央、右隣とした。注視位置ごとの特性を見るため、様々な条件の同期
加算波形の形状解析（TRVEP解析）を行った。
その結果、全注視点を判別するには 4段階の判別が必要となり、2s間のデータのみで 6被験者
間平均 76%の精度での判別が可能であり、用いるデータを 3s間分にすることで平均 81%での判別
が可能であることが示された。4段階のうち従来判別が検討されて来なかったのは、刺激非注視
状態においてどちらの刺激周辺を注視しているかを判別する周辺刺激判別である。これに対し、
同期加算波形の前後半の合計値比較を行うことで、周辺刺激を被験者平均 84%、被験者によって
は 90%以上の精度で判別することに成功した。
また判別手法を得る過程で、一般的な 1周期ずらし同期加算波形に加え、同期加算時のずらし
間隔を刺激の半周期分に変更した半周期ずらし同期加算波形や、左右視覚野の両チャンネルの波
形の加算平均を取った複数チャンネル加算平均同期加算波形の脳波インタフェース研究に対する
有効性が示された。
今後は、周辺視時の VEP発生をより効果的に促す点滅刺激呈示条件や脳波計測条件の検討によ
り、更なる精度向上と選択肢数増加が見込まれる。
